
白百合女子大学文学研究科博士課程（後期）入学試験 

「修士論文に代わる論文の執筆要項」 

 
1． 趣旨 

白百合女子大学大学院文学研究科（以下、（「本研究科」という。）は、博士課程（後期）の入学試

験において、大学院設置基準第 16条及び第 16条の 2により、修士論文を執筆せず、「特定の課題につ

いての研究の成果」または「大学院の行う試験」によって修士の学位を取得した志願者、及び本研究科

がそれと同等であると判断した志願者に対し、博士学位論文を完成させるための研究遂行能力及び専門

的知識・方法論の修得状況を確認するため、修士論文に代わる論文（以下、「代替論文」という。）の

提出を求める。 

 

 

2．「代替論文」の内容 

以下の(1)（2）のいずれかを提出すること。 

（1）研究論文 

修士論文を執筆せずに修士の学位を取得した者、及び本研究科がそれと同等であると判断した者

は、以下の条件を満たす論文を提出する。 

・ 出願書類に含まれる「入学後の研究計画書」に記した、博士課程（後期）に取り組む予定の研究

分野に関連する論文であること。 

・ 原則として、志願者本人が単独で執筆した研究成果であること。 

・ 序論、本論、結論からなり、文献一覧等を付した、学問的体裁を備えていること。 

・ 研究目的、先行研究の概要、研究方法、分析・考察などが明確であること。ただし修士論文と同

じ基準で完成度を評価するものではなく、博士課程（後期）において、研究を遂行するための基

礎的能力を確認する。 

 

（2）「特定の課題についての研究の成果」に関する報告書 

本研究科修士課程を「特定の課題についての研究の成果」で修了した言語・文学専攻（以下、「専

攻」という。）の志願者は、「研究論文」にかえて、修士課程での研究成果と博士課程（後期）での

研究目的を踏まえて、これと同分量の「報告書」を提出することができる。 

1． 翻訳を主たる成果として修士課程を修了した者は、翻訳本体を添えて、以下の条件を満たす翻訳

研究報告書を提出すること。 

・ 翻訳作品は、文学作品、批評、学術資料等、専門的内容を含むものとする。 

・ 翻訳対象の選定理由、翻訳方針、翻訳上の課題、語学的・文化的問題、先行翻訳との比較等を含

めること。 

・ 翻訳研究としての独自性および研究的意義を示すこと。 

 

2．教材研究・教育実践研究を主たる成果として修士課程を修了した者は、以下の条件を満たす教材研

究・教材実践報告書を提出すること。教材開発を行った者は、開発した教材を添えること。 

・ 教材分析、授業設計、教育方法、学習成果分析等を含むこと。 

・ 対象とする言語・文学・文化教育に関する理論的背景を示すこと。 

・ 教育実践または教材開発における課題と成果を論理的に考察すること。 

 

3．調査・フィールドワークを主たる成果として修士課程を修了した者は、以下の条件を満たすフィー

ルドワーク報告書を提出すること。 

・ 調査目的、調査方法、対象、資料分析、考察等を含むこと。 

・ 文学・言語・文化研究における学術的意義を明示すること。 

・ 必要に応じて資料・図版等を添付することができる。 

 

4．上記以外の特定の課題によって修士課程を修了した者については、当該課題の内容に応じて、専攻

が適切と認める研究成果の提出を求めることがある。 

 
 



3．分量および形式 

1. 日本語の場合、8000字以上、16000字程度まで、フランス語または英語の場合、3200語以上、

6400語程度までを目安とする。 

2． 翻訳研究成果及び教材開発成果については、翻訳本文または開発した教材を添えること。 

3． いずれの提出物も A4判横書き（40字×30行）とする。 

4． 注（脚注または後注）、参考文献一覧等を付すこと。 

5． 引用・参考文献の記載方法は、各専門分野において一般的な学術様式に従うこと。 

 
4．提出部数 

1．代替論文 1部 

2．論文要旨 1部 

 
5．要旨 

要旨は、A4判横書きで 2枚以内とし、研究目的、研究方法、主要な成果を簡潔に記すこと。原則とし

て、日本語で執筆すること。 

 

6．提出方法 

出願書類とともに所定の期日までに提出すること。提出された論文等は、原則として返却しない。 

 
7．審査 

提出された研究成果は、口述試験その他の選考資料とあわせて審査する。必要に応じて、提出内容に

関する説明を口述試験において求めることがある。 

 

8．その他 

1． 修士課程在学中に作成した、「特定の課題についての研究の成果」をもとに加筆・修正した論文を

提出することは差し支えない。ただし、その場合には、どの部分を新たに加筆・修正したかを、序

論などにおいて明示すること。 

2． 「代替論文」による受験を希望する者は、出願前に白百合女子大学入試広報課へ申し出ること。 

 

以上 

 


